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平成 25 年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査（文部科学省，online c）によると，












から 2000 年にわたって 10 年ごとに比較している．1970 年では正規分布が鋭い上向きの分






































































































































































ら（2005）はスウェーデンの 7.9 歳から 11.1 歳の男女 248 名を対象に，有酸素性体力と 1
日歩数，中強度活動時間，高強度活動時間との関連性を検討し，1日歩数（男子 r=0.23，女
子 r=0.23，p<0.05）と高強度活動時間（男子 r=0.32，女子 r=0.30，p<0.05）で有酸素性体







る．引原ら（2007）は思春期前期（小学 5・6年生の男女 178人）と思春期後期（中学 1～3
年生・高校 1 年生の男女 336 人）の青少年を対象に加速度計で 1 日当たりの身体活動レベ



































い，生活習慣病のリスク低減を一つの目的として 18 歳から 64 歳の身体活動や有酸素性体
力の基準を定めている． 












































7 歳から 15 歳の男女 7,961 人を対象に，5 段階の学業成績と 1.6km 走，50m，上体起こし，















































る．形態に関しては，足立ら（2007a）が中学 1から 3年生の男女 598人を対象に肥満度で
形態を評価し，やせ傾向群と標準群，肥満群の体力を検討しており，やせ傾向群と肥満群は
標準群と比べて体重移動を伴うテスト項目の体力値が低かったことを報告している．身体





体力が最も劣る E 判定群は A 判定群と比べ運動部の所属率が低いこと，運動実施時間が少
ないことが報告されており，生活習慣状況は朝食の欠食率が高いことや 1日の睡眠時間は 6














 文部科学省の平成 25年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査結果（文部科学省，online 














































































RPEの 11から 13の尺度で全員 4kmを走らせる方法であり，RPE法は 11から 13の RPEで走
っていることから，スロージョギングに近い走り方であると推察される． 
一方，体力水準別に持久走の態度変化を検討したのは小磯ら（2012）のみである．小磯ら









































第 4節 研究方法 
 
本研究の第 1章では，体力が低い青少年の身体的・精神的・社会的特徴について疫学的手













因子および MetSリスクスコアを一元配置分散分析および多重比較によって検討する．  




































































 第 1 章の第 1 節から第 5 節では体力が低い青少年の身体的・精神的・社会的特徴につい





 第 2 章の第 1 節から第 3 節では，青少年を対象にスロージョギングの授業を実践し，持
久走に対する態度変化，中でもその態度変化を体力の高い者と低い者に分類して比較検討











































第 1節 体力と身体活動量との関連性 
 
1．緒言 
「序論第 3節 先行研究の概要 1．身体活動量」で述べた通り，青少年を対象に，活動強
度の指標を含めた身体活動量と体力との関連性を検討した報告は少ない． 








岡山県の小学校に在籍する 4年生 288名（男子 140 名，女子 148名）とした．身体活動量
および体力の測定は，2003 年の 10月から 11月，および 2004年の 10月から 11月にいずれ
の年も 4年生を対象に行った．  
［研究 2］ 
岡山県の中学 2 年生 314人（男子 135人，女子 179 人）である．身体活動量および体力























測定した．LC は 1 日歩数と強度別の活動時間を測定することができる．強度別の活動時間











評価項目は 1 日歩数と 9 段階の強度別に加算された活動時間（LC1 から 9）である． LC





て示すために，平日の代表値の 5 日間の積算値に休日の 2 日間の積算値を加えた値を 7 日
で除した値を示した．なお，これらの測定項目は平日においては 12時間以上，休日におい





統計用ソフト SPSS（14.0）を用い， 4月から 7月生まれ，8月から 11月生まれ，12月か













ループの身体的特徴および体力テストの結果を表 2に示した．  





各月齢別で比較した結果では，男子においては身長が 4 月から 7 月生まれが 12 月から 3
月生まれに比べて有意に高い値を示した．女子においては，身長とソフトボール投げで 4月
から 7 月生まれが 8 月から 11 月生まれおよび 12 月から 3 月生まれに比べ有意に高く，体





年齢 （y） 9.6 ± 0.5 9.6 ± 0.5
身長 （cm） 134.3 ± 5.7 134.9 ± 7.2
体重 （kg） 30.5 ± 5.9 31.5 ± 7.6
BMI （kg/m2） 16.8 ± 2.4 17.1 ± 2.7
握力 （kg） 14.1 ± 3.3 13.4 ± 3.4
上体起こし （回） 18.0 ± 5.3 15.8 ± 5.1
長座体前屈 （cm） 30.5 ± 7.1 34.1 ± 6.4
反復横跳び （回） 38.6 ± 8.5 35.5 ± 6.5
20mシャトルラン （回） 40.9 ± 17 28.7 ± 12.1
50m走 （秒） 9.8 ± 1.2 10.1 ± 0.8
立ち幅跳び （cm） 149.4 ± 17.1 136.2 ± 15.1
ハンドボール投げ （ｍ） 23.1 ± 7.8 13.8 ± 4.9
















 月齢で分類した結果，男子の平日，休日，全日の 1 日歩数，LC1-6，LC7-9 はいずれも生
まれ月の違いはみられなかった．女子では，平日の 1 日歩数，LC1-6および全日の 1日歩数，




身長 （cm） 135.7 ± 5.3 134.9 ± 6.3 132.2 ± 4.8
体重 （kg） 30.7 ± 5.0 31.7 ± 7.0 29.2 ± 5.2
BMI （kg/m2） 16.6 ± 2.1 17.3 ± 2.8 16.6 ± 2.2
握力 （kg） 14.2 ± 3.7 14.4 ± 2.8 13.6 ± 3.2
上体起こし （回） 18.2 ± 5.1 18.1 ± 5.5 17.7 ± 5.2
長座体前屈 （cm） 31.2 ± 6.6 30.4 ± 6.5 29.7 ± 8.3
反復横跳び （回） 38.3 ± 10.8 39.1 ± 6.0 38.5 ± 8.2
20mシャトルラン （回） 41.9 ± 17.1 38.1 ± 16.4 42.7 ± 17.5
50m走 （秒） 9.7 ± 0.8 9.8 ± 1.0 9.9 ± 1.7
立ち幅跳び （cm） 148.4 ± 18.3 149.8 ± 16.0 150 ± 17.4
ハンドボール投げ （ｍ） 22.6 ± 9.4 23.9 ± 7.5 22.8 ± 6.3
総合得点 （点） 50.2 ± 9.2 50.8 ± 8.9 49.5 ± 8.6
女子
身長 （cm） 138.1 ± 7.3 134.5 ± 7.2 131.9 ± 5.8
体重 （kg） 34.4 ± 8.6 31.1 ± 7.2 28.7 ± 5.5
BMI （kg/m2） 17.8 ± 3.1 17.0 ± 2.5 16.4 ± 2.1
握力 （kg） 14.5 ± 3.8 13.0 ± 3.0 12.5 ± 2.9
上体起こし （回） 15.4 ± 5.8 15.8 ± 4.7 16.2 ± 4.5
長座体前屈 （cm） 34.8 ± 7.0 34.6 ± 5.9 33.1 ± 6.2
反復横跳び （回） 35.9 ± 6.2 35.0 ± 4.8 35.4 ± 7.8
20mシャトルラン （回） 27.8 ± 13.2 29.5 ± 10.9 29.1 ± 12.0
50m走 （秒） 10.1 ± 0.8 10.1 ± 0.8 10.1 ± 0.7
立ち幅跳び （cm） 137.9 ± 16.6 135.8 ± 11.5 134.7 ± 15.9
ハンドボール投げ （ｍ） 15.5 ± 6.0 12.7 ± 3.3 12.9 ± 4.3
総合得点 （点） 49.5 ± 8.3 48.2 ± 6.3 47.8 ± 8.1
A ：4月から7月生まれ,  B ：8月から11月生まれ ,  C ：12月から3月生まれ
LC1-6 ：歩行程度までの強度の活動時間 , LC7-9 ：速歩から走行以上の強度の活動時間
（n=40）
表2. 月齢で分類した 3 グループの身体的特徴および体力テストの結果
（n=53）




















シャトルランとの相関係数(平日の 1日歩数：ｒ=0.386 ｐ<0.001,平日の LC7-9：ｒ=0.437 
ｐ<0.001)は他の体力項目の相関係数より高い値を示した．女子では，男子に比べ関連性が
男子（n=140） 18333 ± 3869 11932 ± 4827 16368 ± 3511
女子（n=148） 13957 ± 2970 9767 ± 4542 12726 ± 2752
男子（n=140） 145 ± 27 106 ± 38 133 ± 26
女子（n=148） 115 ± 23 90 ± 37 108 ± 22
男子（n=140） 31 ± 12 16 ± 11 27 ± 10






LC1-6 ：歩行程度までの強度の活動時間 , LC7-9 ：速歩から走行以上の強度の活動時間
［ 平日 ］
1日歩数 （歩/日） 18355 ± 3491 18503 ± 4264 18134 ± 3872
LC 1-6 （分/日） 145 ± 26 148 ± 29 142 ± 25
LC 7-9 （分/日） 31 ± 10 31 ± 12 32 ± 13
[ 休日 ]
1日歩数 （歩/日） 12550 ± 4436 11399 ± 5249 11870 ± 4778
LC 1-6 （分/日） 111 ± 37 101 ± 41 104 ± 36
LC 7-9 （分/日） 16 ± 9 15 ± 11 16 ± 12
[ 全日 ]
1日歩数 （歩/日） 16576 ± 3282 16345 ± 3786 16184 ± 3499
LC 1-6 （分/日） 134 ± 26 134 ± 27 130 ± 23
LC 7-9 （分/日） 27 ± 9 26 ± 10 27 ± 11
［ 平日 ］
1日歩数 （歩/日） 13850 ± 2735 13048 ± 3063 14754 ± 2973
LC 1-6 （分/日） 115 ± 22 107 ± 20 121 ± 24
LC 7-9 （分/日） 20 ± 6 19 ± 8 22 ± 7
[ 休日 ]
1日歩数 （歩/日） 10257 ± 5238 8920 ± 3294 9898 ± 4568
LC 1-6 （分/日） 93 ± 41 84 ± 28 91 ± 38
LC 7-9 （分/日） 12 ± 11 9 ± 6 11 ± 8
[ 全日 ]
1日歩数 （歩/日） 12764 ± 2837 11786 ± 2382 13397 ± 2766
LC 1-6 （分/日） 108 ± 23 100 ± 17 113 ± 23
LC 7-9 （分/日） 18 ± 6 16 ± 6 19 ± 6
表4. 月齢で分類した身体活動量の結果
A B C
男子 （n=46） （n=48） （n=46）
有意水準
*C>B
数値：平均値±標準偏差 , *ｐ＜0.05，**ｐ＜0.01，***ｐ＜0.001 
A ：4月から7月生まれ,  B ：8月から11月生まれ ,  C ：12月から3月生まれ
LC1-6 ：歩行程度までの強度の活動時間 , LC7-9 ：速歩から走行以上の強度の活動時間

















 対象者の身体的特徴および体力テストの結果を表 7 に示した．また，月齢で分類した 3 
グループの身体的特徴および体力テストの結果を表 8に示した．  
 身長，体重は男女ともに平成 16 年度学校保健統計調査報告書（文部科学省，online m）
の結果とほぼ同等であった．体力テストの結果は，平成 16年度体力・運動能力調査（online 
n）の結果と比べ男女ともに長座体前屈が 5 cmほど高かった．女子では 20mシャトルラン
において体力・運動能力調査の結果に比べ 5 回少なく，立ち幅跳びでは 6 cm 低い結果で
あった．それ以外の種目では，男女ともに体力・運動能力調査の結果とほぼ同等の値であっ
男子 （n=140） 女子 （n=148）
握力 0.204 * 0.276 ** 0.044 0.320 0.114 -0.128
上体起こし 0.200 * 0.144 0.193 * 0.176 * 0.187 * 0.090
長座体前屈 0.207 * 0.262 ** 0.106 0.090 0.126 -0.021
反復横跳び 0.233 ** 0.169 * 0.227 ** 0.154 0.147 0.124
20mシャトルラン 0.386 *** 0.284 ** 0.437 *** 0.196 * 0.160 0.225 **
50m走 -0.273 ** -0.211 * -0.27 ** -0.131 -0.140 -0.113
立ち幅跳び 0.196 * 0.122 0.293 *** 0.086 0.106 0.080
ハンドボール投げ 0.374 *** 0.371 *** 0.295 *** 0.249 ** 0.244 ** 0.199 *
総合得点 0.377 *** 0.319 *** 0.363 *** 0.200 * 0.222 ** 0.126
LC1-6 ：歩行程度までの強度の活動時間 , LC7-9 ：速歩から走行以上の強度の活動時間
男子 （n=140） 女子 （n=148）
握力 0.200 * 0.270 ** 0.046 0.057 0.135 -0.099
上体起こし 0.199 * 0.142 0.193 * 0.170 * 0.183 * 0.081
長座体前屈 0.203 * 0.257 ** 0.108 0.104 0.136 -0.002
反復横跳び 0.234 ** 0.170 * 0.227 ** 0.155 0.147 0.125
20mシャトルラン 0.387 *** 0.285 ** 0.436 *** 0.194 * 0.159 0.224 **
50m走 -0.269 ** -0.205 * -0.274 ** -0.134 -0.142 -0.118
立ち幅跳び 0.199 * 0.126 0.292 *** 0.098 0.115 0.097
ハンドボール投げ 0.374 *** 0.371 *** 0.295 *** 0.277 ** 0.266 ** 0.236 *
総合得点 0.375 *** 0.316 *** 0.364 *** 0.216 * 0.230 ** 0.140
LC1-6 ：歩行程度までの強度の活動時間 , LC7-9 ：速歩から走行以上の強度の活動時間
有意水準 *ｐ＜0.05，**ｐ＜0.01，***ｐ＜0.001
表 6.　月齢を制御因子にした身体活動量と体力テストとの偏相関分析の結果









 各月齢別で比較した結果，男子では身長および体重に差はみられなかったが，女子では 4 
月から 7 月生まれのグループが 12月から 3 月生まれのグループと比較して身長が有意に
高い結果であった．体力では，男子が立ち幅跳びにおいて 4 月から 7 月生まれのグルー





年齢 （y） 14.0 ± 0.2 14.0 ± 0.1
身長 （cm） 160.2 ± 7.7 155.4 ± 5.1
体重 （kg） 50.2 ± 10.7 46.6 ± 6.4
BMI （kg/m2） 19.5 ± 3.2 19.3 ± 2.4
握力 （kg） 31.3 ± 7.3 23.9 ± 4.5
上体起こし （回） 27.1 ± 5.9 21.0 ± 4.8
長座体前屈 （cm） 49.6 ± 10.2 48.8 ± 9.4
反復横跳び （回） 52.3 ± 8.0 44.9 ± 7.9
20mシャトルラン （回） 80.5 ± 18.5 52.5 ± 15.1
50m走 （秒） 8.0 ± 0.6 9.0 ± 0.7
立ち幅跳び （cm） 197.7 ± 27.0 161.5 ± 19.9
ハンドボール投げ （ｍ） 20.7 ± 4.9 12.2 ± 3.1



















身長 （cm） 160.9 ± 7.3 161.7 ± 7.2 158.0 ± 8.2
体重 （kg） 50.5 ± 9.5 51.5 ± 10.9 48.7 ± 11.6
BMI （kg/m2） 19.4 ± 2.6 19.6 ± 3.5 19.4 ± 3.3
握力 （kg） 32.1 ± 6.5 32.5 ± 8.4 29.4 ± 6.5
上体起こし （回） 27.8 ± 6.4 26.9 ± 4.9 26.8 ± 6.4
長座体前屈 （cm） 52.3 ± 8.7 49.4 ± 11.8 47.1 ± 9.6 *A>C
反復横跳び （回） 52.8 ± 5.5 51.8 ± 11.5 52.2 ± 5.5
20mシャトルラン （回） 78.2 ± 16.7 84.4 ± 20.3 78.8 ± 18.3
50m走 （秒） 8.0 ± 0.5 8.0 ± 0.6 8.1 ± 0.6
立ち幅跳び （cm） 201.8 ± 20.8 204.1 ± 25.7 187.2 ± 30.8 *A>C ,**B>C 
ハンドボール投げ （ｍ） 21.5 ± 5.2 21.4 ± 5.0 19.2 ± 4.4
総合得点 （点） 45.0 ± 7.8 44.8 ± 10.1 40.9 ± 8.6
女子
身長 （cm） 156.5 ± 5.4 155.6 ± 5.3 153.7 ± 4.0 **A>C
体重 （kg） 47.3 ± 6.7 46.0 ± 6.2 46.4 ± 6.3
BMI （kg/m2） 19.3 ± 2.5 18.9 ± 2.0 19.7 ± 2.6
握力 （kg） 24.4 ± 4.8 23.8 ± 4.7 23.4 ± 3.9
上体起こし （回） 20.9 ± 5.1 21.3 ± 5.1 20.7 ± 4.2
長座体前屈 （cm） 48.2 ± 9.0 49.5 ± 8.1 48.9 ± 11.1
反復横跳び （回） 45.5 ± 7.6 44.0 ± 9.9 44.9 ± 5.4
20mシャトルラン （回） 53.4 ± 15.8 52.2 ± 15.5 51.8 ± 14.0
50m走 （秒） 9.0 ± 0.7 9.1 ± 0.7 8.9 ± 0.5
立ち幅跳び （cm） 161.9 ± 20.5 161.3 ± 20.7 161.0 ± 18.7
ハンドボール投げ （ｍ） 12.0 ± 3.3 12.0 ± 2.8 12.5 ± 3.1
総合得点 （点） 47.2 ± 10.1 47.1 ± 9.6 46.8 ± 8.6
A ：4月から7月生まれ,  B ：8月から11月生まれ ,  C ：12月から3月生まれ
LC1-6 ：歩行程度までの強度の活動時間 , LC7-9 ：速歩から走行以上の強度の活動時間
（n=55）
表8. 月齢で分類した 3 グループの身体的特徴および体力テストの結果 
A B C









男子（n=135） 13772 ± 4764 8311 ± 4743 12211 ± 4112
女子（n=179） 11209 ± 2636 7159 ± 3338 10052 ± 2403
男子（n=135） 121 ± 31 81 ± 38 110 ± 28
女子（n=179） 101 ± 21 68 ± 29 92 ± 20
男子（n=135） 18 ± 17 7 ± 11 15 ± 13
女子（n=179） 11 ± 7 6 ± 7 10 ± 6














認められた．体力と LC1-6 または LC7-9 との間には，男女ともに LC1-6 に比べ LC7-9 によ
有意水準
［ 平日］
1日歩数 （歩/日） 12722 ± 3565 15000 ± 6457 13593 ± 3464 ns
LC 1-6 （分/日） 115 ± 29 128 ± 34 120 ± 29 ns
LC 7-9 （分/日） 15 ± 8 22 ± 27 16 ± 7 ns
[ 休日 ]
1日歩数 （歩/日） 8106 ± 3084 8421 ± 4279 8405 ± 6374 ns
LC 1-6 （分/日） 80 ± 29 82 ± 36 82 ± 48 ns
LC 7-9 （分/日） 7 ± 6 8 ± 9 8 ± 15 ns
[ 全日 ]
1日歩数 （歩/日） 11403 ± 3107 13120 ± 5192 12111 ± 3654 ns
LC 1-6 （分/日） 105 ± 26 115 ± 30 109 ± 29 ns
LC 7-9 （分/日） 13 ± 7 18 ± 20 14 ± 8 ns
［ 平日］
1日歩数 （歩/日） 11242 ± 2594 11216 ± 3018 11162 ± 2286 ns
LC 1-6 （分/日） 103 ± 21 101 ± 24 99 ± 18 ns
LC 7-9 （分/日） 10 ± 6 12 ± 7 12 ± 6 ns
[ 休日 ]
1日歩数 （歩/日） 7298 ± 4222 7131 ± 2751 7019 ± 2652 ns
LC 1-6 （分/日） 70 ± 36 69 ± 25 66 ± 24 ns
LC 7-9 （分/日） 6 ± 9 6 ± 5 7 ± 6 ns
[ 全日 ]
1日歩数 （歩/日） 10115 ± 2619 10049 ± 2519 9979 ± 2015 ns
LC 1-6 （分/日） 93 ± 21 92 ± 20 89 ± 17 ns
LC 7-9 （分/日） 9 ± 6 10 ± 6 10 ± 5 ns
数値：平均値±標準偏差 , ns ：　not significance
A ：4月から7月生まれ,  B ：8月から11月生まれ ,  C ：12月から3月生まれ
LC1-6 ：歩行程度までの強度の活動時間, LC7-9 ：速歩から走行以上の強度の活動時間
















 本研究の結果を先行研究と比較してみると，1979 年に波多野ら（1998）は，小学 4 年生
を対象に 1日歩数を調査し，男女それぞれ 18260歩，15980歩と報告している．波多野らの
男子（n=135） 女子 （n=179）
握力 0.065 0.023 0.126 * 0.118 0.145 0.089
上体起こし 0.212 * 0.174 * 0.183 * 0.270 *** 0.215 ** 0.326 ***
長座体前屈 0.236 ** 0.196 * 0.219 ** 0.153 * 0.129 0.200 **
反復横跳び 0.243 ** 0.185 * 0.237 0.241 ** 0.212 ** 0.236 **
20mシャトルラン 0.219 * 0.227 ** 0.154 0.323 *** 0.265 *** 0.370 ***
50m走 -0.099 -0.017 -0.184 * -0.287 *** -0.217 ** -0.339 ***
立ち幅跳び 0.179 * 0.089 0.256 ** 0.270 *** 0.232 ** 0.289 ***
ハンドボール投げ 0.222 * 0.168 0.255 ** 0.409 *** 0.381 *** 0.392 ***
総合得点 0.336 *** 0.257 ** 0.349 *** 0.408 *** 0.355 *** 0.439 ***
LC1-6 ：歩行程度までの強度の活動時間 , LC7-9 ：速歩から走行以上の強度の活動時間
男子（n=135） 女子 （n=179）
握力 0.102 0.048 0.162 0.117 0.142 0.092
上体起こし 0.219 * 0.180 * 0.187 * 0.271 *** 0.218 ** 0.326 ***
長座体前屈 0.269 ** 0.222 * 0.244 ** 0.155 * 0.133 0.198 **
反復横跳び 0.243 ** 0.186 * 0.236 ** 0.241 ** 0.212 ** 0.239 **
20mシャトルラン 0.214 * 0.224 * 0.148 0.321 *** 0.259 *** 0.378 ***
50m走 -0.109 -0.024 -0.191 * -0.288 *** -0.220 ** -0.339 ***
立ち幅跳び 0.201 * 0.106 0.274 ** 0.269 *** 0.231 ** 0.292 ***
ハンドボール投げ 0.240 ** 0.184 * 0.268 ** 0.413 *** 0.389 *** 0.390 ***
総合得点 0.357 *** 0.275 ** 0.365 *** 0.408 *** 0.356 *** 0.442 ***
LC1-6 ：歩行程度までの強度の活動時間 , LC7-9 ： 速歩から走行以上の強度の活動時間
LC7-9
有意水準 :*ｐ＜0.05，**ｐ＜0.01，***ｐ＜0.001









（男子 21616歩，女子 16504 歩），1998年に木村ら（1999）（男子 17275歩，女子 13985 歩），
2003年に三村ら（2005）（男子 17589歩，女子 14146 歩）が小学 4年生を対象とした 1日歩
数を報告しており,これらの結果は本研究の結果と同等であった．これらのことから，小学
4 年生の 1 日歩数(平日)はおよそ男子が 18000 歩,女子では 15000 歩で，1979 年から 2004
年までの約 25年間で大きな変化はなかったと考えられる．しかし，足立ら（2007b）が報告







速く打つような運動）」をした時間が 3・4年生の男子で 4時間 13分，女子で 3時間 7分で
あった．この結果を一日あたりの平均値に換算すると，男子が 36分，女子が 27分となり，
本研究の LC7-9と比較すると男女ともに 10分程度多い結果であった．加速度計を用いた研
究では，柴田ら（2002）が小学 4年生を対象に LC7-9 の活動時間を測定した結果， LC7-9は
21 分（男女を合わせた平均値）と本研究の結果である 22分（男女を合わせた平均値）とほ
ぼ同等の結果であった．また，本研究と対象者の年齢が異なるが，足立ら（2007b）の加速
度計を用い小学 3年生の男女を対象に LC7-9の活動時間を測定した報告（男子平均値 26分，
女子平均値 21分）や糸井ら（2007）の加速度計を用い小学 4年生から 6年生の男女を対象
に LC7-9の活動時間を測定した報告（男女を合わせた平均値 23分）がされている．これら
のことから，小学校 4年生の段階では，速歩から走行以上の強度の活動時間を男子で一日当
たり約 30分，女子では約 20分行っていることが推察された． 
 
（2）中学２年生の身体活動量の実態 
 本研究と先行研究の結果を比較すると，1983年に星川ら（1985）は中学 2 年生を対象に
平日の 1 日歩数を男女それぞれ 12760歩，10260歩と報告している．それ以降，1991年に
星川（1991）らが男子 14894 歩，女子 13214歩，1993 年に木田ら（1993）が男子 12347歩，
女子 10784歩，2002年に加賀ら（2002）が男子 15854 歩，女子 11886歩，2008年に足立ら
（2007c）が男子 12812 歩，女子 10718 歩，2009 年に足立ら（2009b）が男子 13666 歩，女
子 11551歩と中学 2 年生の平日 1 日歩数を報告しており，本研究とほぼ同等であった．
これらのことから，中学 2 年生の平日 1 日歩数はおおよそ男子で 13000 歩，女子では
11000歩であることが推察された． 
 活動強度別の身体活動量は，2008年に足立ら（2007c）が中学 2 年生を対象に加速度計
を用いて LC7-9を男女それぞれ平日の体育がない日で 12分， 8 分，平日の体育がある日
 29 
 





行以上の強度の活動を男女それぞれ平日では 1 日あたり 10分から 20分程度行っているこ
とが推察された． 
 
（3）小学 4年生と中学 2年生の身体活動量と体力との関連性 












引原ら（2007）は思春期前期（小学 5・6 年生の男女 178 人）と思春期後期（中学 1～3 年



















連性が認められたと報告している．国外では Decker ら（2005）が 8歳から 11歳を対象に，
加速度計で評価した強度別の活動時間（Moderete PA，Vigorous PA）と有酸素性体力との関
連性を検討した結果，男子（Moderate PA：r=0.15，Vigorous PA：r=0.32）と女子（Moderate 
PA：r=0.03，Vigorous PA：r=0.30）で相対的に高強度の身体活動量が有酸素性体力と強い































第 2節 体力とメタボリックシンドローム危険因子との関連性 
 
1．緒言 






















 有酸素性体力として最高酸素摂取量（V̇O2peak）を 20m シャトルランによって推定し評価し
た（文部科学省，2005）．V̇O2peakは先行研究の方法を用いて算出した（Matsuzaka，2004）． 
3）血圧 
 血圧計を用いて収縮期血圧（SBP）と拡張期血圧（DBP）を測定した．SBP と DBPは少なく
とも 10分の座位安静の状態の後，測定を行った．測定は学校内で 9時 30分から 12時まで
の間に行われた． 
4）血清脂質 






 MetS得点は 6項目（WC, 腹囲/身長, TG, HDL-c, SBP, DBP）の男女別に算出した標準得
点（z-scores）を積算（HDL-cは逆転処理）した数値を用いた．分析は対象を V̇O2peakで 4分






 対象者の身体的特徴と有酸素性体力を表 1 に示した．対象者の年齢，身長，体重，BMI，
V ̇O2peakは男女それぞれ年齢（男子 9.1 ± 0.3 歳，女子 9.1 ± 0.3 歳），身長（男子 135.6 
± 5.9 cm，女子 136.0 ± 5.4 cm），体重（男子 32.3 ± 8.2 kg，女子 31.0 ± 5.4 kg），
BMI（男子 17.4 ± 3.3 kg/m2，女子 16.7 ± 2.3 kg/m2），V̇O2peak（男子 51.0 ± 5.4 ml/kg/min，
女子 46.4 ± 3.7 ml/kg/min）であった．  
 
 
（2）V̇O2peakの 4分位で分類した MetS危険因子および MetSリスクスコア 
 V̇O2peakの 4 分位で分類した MetS危険因子および MetS リスクスコアを表 2に示した．男子
の WC，腹囲/身長，MetSリスクスコアは 1stが他の群に比べ有意に高かった（p< 0.05）．TG
は 1 stが 3rdより有意に高かった（p< 0.05）．HDL-c は 1 stが他の群に比べ有意に低かった
（p< 0.05）．SBPは 1 stが 4thより有意に高かった（p< 0.05）．女子では，WC，腹囲/身長，
MetSリスクスコアは 1stが他の群に比べ有意に高かった（p< 0.05）．TGは 1 stが 4thより有
意に高かった（p< 0.05）．HDL-cは 1 stが 3rd，4thに比べ有意に低かった（p< 0.05）． 
年齢 （y） 9.1 (0.3) 9.1 (0.3)
身長 （cm） 135.6 (5.9) 136.0 (5.4)
体重 （kg） 32.3 (8.2) 31.0 (5.4)
BMI （kg/m2） 17.4 (3.3) 16.7 (2.3)
V̇O2peak （ml/kg/min） 51.0 (5.4) 46.4 (3.7)
数値：平均±標準偏差  V̇O2peak：最高酸素摂取量
表 1. 対象者の身体的特徴と有酸素性体力










有酸素性体力が低いと MetS の危険因子が良好でない結果であった（Bailey, 2012; Ekelund, 
2007; Mesa, 2006; Ruiz, 2006，2007a，2007b）．日本国内では小宮ら（1994）が小学 4～6
年生を対象に有酸素性体力の水準別（優れる，普通，劣る）で SBP，DBP，グルコース，TC，
TG，コレステロール（HDL-c，LDL-c），動脈硬化指数を検討した結果，有酸素性体力が低い




























n=35 n=35 n=35 n=35 P-value n=40 n=40 n=40 n=39 P-value
43.9 50.1 53.1 57.0 *1<2<3<4 41.8 45.3 47.6 51.1 *1<2<3<4
(0.7) (0.2) (0.1) (0.3) (0.4) (0.1) (0.1) (0.3)
70.9 57.4 57.4 54.5 *1>2,3,4 64.1 58.1 55.2 55.0 *1>2>3,4
(1.8) (0.9) (0.7) (0.5) (1.2) (0.6) (0.7) (0.6)
0.51 0.43 0.42 0.41 *1>2,3,4 0.47 0.43 0.41 0.40 *1>2>3,4
(0.01) (0.01) (0.00) (0.00) (0.01) (0.00) (0.00) (0.00)
95.3 68.7 65.9 73.5 *1>3 106.0 77.4 78.6 67.0 *1<4
(9.5) (6.5) (4.7) (7.0) (11.7) (6.3) (6.6) (5.3)
60.2 74.4 72.0 75.7 *1<2,3,4 59.6 65.1 71.3 69.3 *1<3,4
(2.1) (2.3) (2.5) (2.4) (2.0) (1.9) (2.3) (2.3)
112.1 107.2 108.3 105.7 *1>4 111.1 108.7 108.6 107.5 n.s.
(1.5) (1.5) (1.4) (1.3) (1.8) (1.3) (1.6) (1.5)
61.2 60.7 60.3 59.4 n.s. 62.4 62.7 60.6 60.6 n.s.
(1.2) (1.3) (1.8) (1.4) (1.6) (1.2) (1.2) (1.2)
4.1 -1.1 -1.0 -2.0 *1>2,3,4 3.2 0.2 -1.5 -1.9 *1>2>3,4


















ことと MetSのリスクスコアが高いことの関連性が示唆された．  


































第 3節 体力と学業成績との関連性 
 
1．緒言 
 「序論第 3節 先行研究の概要 3．学業成績」で述べた通り，青少年を対象とした体力
と学業成績との関連性については，日本国内で報告がほとんどなく，数少ない報告では体力
要素や学業成績の教科が限定的であり，その関連の性差は一定の見解が得られていない． 






岡山県 A中学校の生徒 1,144 人および岡山県 B中学校の生徒 1,228人の合計 2372 人を対象
者とした．そのうち，すべての調査項目において欠損値のない A 中学校の生徒 950 人（男
子：1年 98人，2年 256人，3年 137人，女子：1年 86人，2年 240人，3年 133人）およ
び B 中学校の生徒 1,046 人（男子：1 年 240 人，2 年 113 人，3 年 202 人，女子：1 年 199
人，2年 109人，3年 183人）の合計 1,996人（男子：1年 338人，2年 369人，3年 339人，
女子：1年 285人，2年 349人，3年 316人）を分析対象とした． 
 分析対象者は調査期間（A 中学校：2005 年度から 2008 年度の各学年（2005 年の 3 年，
2008 年の 1 年を除く），B 中学校：2009 年度から 2011 年度の各学年）のうち，各学年にお
いて同一の対象者が重複しないようにし，かつ，各年度においていずれかの学年を選択し，
各学年の対象者数が最も多くなるようランダムに選択した．その結果，A 中学校は 2005 年
の 1年生，2006年の 3年生，2007年の 2年生，2008 年の 2年生を分析対象とした．B中学
































る際に，各学年男女において，5 教科の評定が 25%ile 未満の生徒を相対的に学業成績が低
い生徒と定義した．ただし，前述したように指導要録の評定は絶対評価に基づいて到達度に







体力と学業成績との関連性を検討し，A・B 群，C 群，D・E 群において相対的に学業成績が
低い生徒が出現するオッズ比を検討するために，体力と学業成績の各変数をダミー変数と
した．体力は「A・B 群=0，C群=1，D・E群=2」とし，学業成績は「5教科 25%ile以上群=0，
5 教科 25%ile 未満群=1」とした．そして，体力を目的変数，学業成績を説明変数として多
項ロジスティック回帰分析を行い，月齢，肥満度を調整した 5教科 25%ile未満群の 5教科
25%ile以上群に対するオッズ比（Odds Ratio：OR）および 95%信頼区間（95% Confidence 
Interval：95%CI）を求めた．対象者の身体的特徴，新体力テスト，評定における A・B群，
C 群，D・E群の 3群間の比較は，一元配置分散分析および Bonferroniの多重比較を行った．  
対象者の身体的特徴，新体力テスト，評定の結果は平均値±標準偏差で表し，新体力テス
ト総合評価段階の人数分布の結果は人（%）で示した．統計処理は，IBM SPSS Statistics 
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と，20mシャトルランの男子 2年で 5.2回低く，3年では 9.5回低かった．また，女子 1年，




 評定の結果は，男子の 4教科が 1年：13.5±2.6，2年：13.2±2.9，3年：14.0±2.8，5
教科が 1 年：16.8±4.1，2 年：16.8±4.5，3 年：17.1±4.9，全教科が 1 年：30.3±6.3，
2 年：30.1±6.9，3 年：31.1±7.3 であった．女子では 4 教科が 1 年：14.7±2.5，2 年：
















年齢 （歳） 12.4 ± 0.5 12.4 ± 0.5 13.3 ± 0.5 13.3 ± 0.5 14.6 ± 0.5 14.5 ± 0.5
月齢 （月） 150.3 ± 3.4 150.2 ± 3.3 162.6 ± 3.5 162.8 ± 3.4 174.9 ± 3.4 174.3 ± 3.4
身長 （cm） 154.8 ± 8.1 152.4 ± 5.7 161.7 ± 7.3 155.8 ± 5.1 166.1 ± 6.0 156.9 ± 5.0
体重 （kg） 45.0 ± 10.1 42.8 ± 7.5 51.4 ± 11.1 47.6 ± 7.3 54.4 ± 9.8 50.0 ± 7.9
BMI （kg/m2） 18.6 ± 3.0 18.4 ± 2.6 19.5 ± 3.4 19.6 ± 2.7 19.7 ± 3.0 20.3 ± 3.0
肥満度 （%） -1.0 ± 14.6 -4.3 ± 13.0 1.5 ± 16.8 -1.3 ± 13.6 -2.0 ± 14.6 -0.8 ± 14.6
握力 （kg） 25.6 ± 6.5 21.9 ± 3.9 31.5 ± 7.3 24.4 ± 4.2 35.4 ± 7.0 25.4 ± 4.2
上体起こし （回） 24.2 ± 6.1 19.6 ± 5.5 25.4 ± 5.8 19.6 ± 5.8 28.4 ± 6.3 22.0 ± 6.3
長座体前屈 （cm） 40.7 ± 9.5 42.3 ± 8.5 44.2 ± 9.7 44.2 ± 9.1 47.8 ± 10.7 47.5 ± 10.0
反復横跳び （回） 48.6 ± 6.4 42.5 ± 5.7 52.5 ± 8.2 45.2 ± 6.4 55.1 ± 8.0 46.2 ± 7.9
20mシャトルラン （回） 69.3 ± 22.2 44.2 ± 17.6 82.4 ± 25.0 54.8 ± 22.6 84.5 ± 23.8 49.5 ± 18.5
50m走 （秒） 8.3 ± 0.8 9.0 ± 0.9 7.8 ± 0.8 8.7 ± 0.8 7.5 ± 0.7 8.8 ± 0.8
立ち幅跳び （cm） 183.7 ± 23.3 164.1 ± 21.1 199.6 ± 28.2 166.9 ± 24.8 213.5 ± 26.6 166.1 ± 24.2
ハンドボール投げ （ｍ） 19.9 ± 4.8 11.8 ± 3.4 22.5 ± 5.6 13.1 ± 4.0 25.1 ± 5.9 14.1 ± 4.4
総合得点 （点） 36.0 ± 9.7 42.5 ± 10.0 43.6 ± 11.0 47.5 ± 11.9 49.6 ± 11.1 49.5 ± 11.9
国語 3.4 ± 0.9 3.8 ± 0.9 3.2 ± 0.9 3.5 ± 0.9 3.2 ± 1.0 3.7 ± 0.9
社会 3.5 ± 1.0 3.5 ± 1.0 3.5 ± 1.0 3.5 ± 0.9 3.5 ± 1.1 3.7 ± 1.0
数学 3.3 ± 0.9 3.3 ± 0.9 3.4 ± 1.0 3.5 ± 0.8 3.4 ± 1.1 3.4 ± 1.0
理科 3.4 ± 0.8 3.4 ± 0.8 3.5 ± 1.0 3.5 ± 0.8 3.7 ± 1.0 3.7 ± 0.9
音楽 3.3 ± 0.8 3.8 ± 0.8 3.3 ± 0.8 3.7 ± 0.9 3.6 ± 0.9 4.1 ± 0.8
美術 3.3 ± 0.7 3.8 ± 0.8 3.3 ± 0.8 3.9 ± 0.8 3.3 ± 0.8 3.9 ± 0.9
保健体育 3.3 ± 0.7 3.3 ± 0.7 3.5 ± 0.7 3.6 ± 0.7 3.6 ± 0.8 3.6 ± 0.8
技術・家庭 3.5 ± 0.8 3.8 ± 0.9 3.2 ± 0.7 3.6 ± 0.8 3.6 ± 0.9 4.1 ± 0.8
英語 3.3 ± 1.0 3.7 ± 0.9 3.3 ± 1.1 3.4 ± 1.0 3.3 ± 1.1 3.5 ± 1.0
4教科 13.5 ± 2.6 14.7 ± 2.5 13.2 ± 2.9 14.6 ± 2.7 14.0 ± 2.8 15.6 ± 2.5
5教科 16.8 ± 4.1 17.6 ± 4.1 16.8 ± 4.5 17.6 ± 4.0 17.1 ± 4.9 18.1 ± 4.4
全教科 30.3 ± 6.3 32.3 ± 6.3 30.1 ± 6.9 32.4 ± 6.2 31.1 ± 7.3 33.7 ± 6.5
数値：平均値±標準偏差
4教科：音楽，美術，保健体育，技術・家庭の合計  5教科：国語，社会，数学，理科，英語の合計
表 1  対象者の身体的特徴，新体力テスト，評定の結果
1年 2年 3年









0.229，3年 0.272，女子 1年 0.272，2年 0.264，3年 0.343）との関連は，男女ともに偏相
関係数が 0.229から 0.343 と低い関連性であった．5 教科と総合得点（偏相関係数：男子 1
年 0.273，2 年 0.192，3 年 0.198，女子 1 年 0.136，2 年 0.170，3 年 0.222）との関連は，
男女ともに偏相関係数が 0.136から 0.273とほとんど関連性がないか低い関連性であった．
全教科と総合得点（偏相関係数：男子 1年 0.315，2年 0.226，3年 0.234，女子 1年 0.195，















A 26 (7.7) 63 (22.1) 52 (14.1) 83 (23.8) 73 (21.5) 74 (23.4)
B 80 (23.7) 103 (36.1) 99 (26.8) 107 (30.7) 96 (28.3) 78 (24.7)
C 119 (35.2) 78 (27.4) 126 (34.1) 97 (27.8) 98 (28.9) 87 (27.5)
D 90 (26.6) 39 (13.7) 65 (17.6) 48 (13.8) 60 (17.7) 60 (19.0)







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































長は 1年と 2年の男女において A・B群が D・E群と比較して有意に高かった．3年男子で
は A・B 群が C群と比較して有意に高かった．体重は 2年女子で A・B群と C群が D・E群
と比較して有意に重かった．3年男子では A・B群が C群と比較して有意に重かった．BMI
は 2年女子で C群が A・B群，D・E群と比較して有意に高かった．3年男子では D・E群が
C 群と比較して有意に高く，3年女子では D・E群が A・B群と比較して有意に高かった．
肥満度は 1年男女，3年女子において D・E群が A・B 群と比較して有意に高く，2年と 3









において，各学年男女ともに A・B群は D・E群と比較して有意に評定が高かった． 
表 7には体力と学業成績との関連性として，5教科 25%ile未満群の 5教科 25%ile以上群
に対する ORと 95%CIを示した．A・B群を基準とした各体力群の有意な OR（95%CI）は 1
年男子 D・E群 3.20（1.48-6.92），2年男子 D・E群 1.92（1.01-3.64），2年女子 D・E群








身長 （cm） 156.9 ± 8.1 154.2 ± 8.5 153.4 ± 7.3 *①>②>③ 153.0 ± 5.6 152.3 ± 5.8 150.1 ± 5.1 *①>③
体重 （kg） 45.3 ± 8.3 44.5 ± 9.5 45.2 ± 12.2 n.s. 42.9 ± 7.1 42.6 ± 7.8 43.5 ± 8.5 n.s.
BMI （kg/m2） 18.3 ± 2.0 18.6 ± 2.6 19.0 ± 3.9 n.s. 18.3 ± 2.3 18.3 ± 2.8 19.2 ± 3.0 n.s.
肥満度 （%） -3.8 ± 9.7 -0.9 ± 12.8 1.5 ± 19.1 *③>① -5.2 ± 11.8 -4.9 ± 13.9 0.9 ± 15.0 *③>①
身長 （cm） 163.9 ± 6.6 161.8 ± 7.0 157.9 ± 7.4 *①>②>③ 156.4 ± 4.9 156.1 ± 4.8 153.6 ± 5.5 *①②>③
体重 （kg） 52.7 ± 8.0 50.4 ± 9.5 50.6 ± 16.2 n.s. 47.6 ± 6.2 49.5 ± 8.4 44.9 ± 7.9 *①②>③
BMI （kg/m2） 19.5 ± 2.2 19.2 ± 2.7 20.0 ± 5.3 n.s. 19.5 ± 2.3 20.3 ± 3.0 19.0 ± 3.1 *②>①③
肥満度 （%） 0.6 ± 10.7 -0.5 ± 13.6 5.7 ± 26.0 *③>② -2.3 ± 11.4 2.3 ± 15.1 -4.1 ± 15.8 *②>①③
身長 （cm） 167.0 ± 5.7 165.1 ± 5.9 165.4 ± 6.7 *①>② 157.6 ± 5.0 156.5 ± 5.0 156.0 ± 5.1 n.s.
体重 （kg） 55.0 ± 7.4 52.3 ± 9.0 56.0 ± 14.4 *①>② 49.2 ± 6.8 50.2 ± 7.5 51.4 ± 10.0 n.s.
BMI （kg/m2） 19.7 ± 2.2 19.1 ± 2.8 20.3 ± 4.4 *③>② 19.8 ± 2.2 20.5 ± 3.1 21.1 ± 3.9 *③>①















握力 （kg） 30.4 ± 6.6 25.3 ± 4.9 21.6 ± 4.7 * 23.2 ± 3.9 20.5 ± 2.3 19.5 ± 3.4 *
上体起こし （回） 29.4 ± 3.9 24.6 ± 4.7 19.0 ± 4.6 * 22.1 ± 5.0 17.5 ± 4.0 13.5 ± 3.2 *
長座体前屈 （cm） 47.6 ± 7.5 41.1 ± 7.2 33.9 ± 8.5 * 45.0 ± 8.1 39.5 ± 7.2 36.9 ± 8.1 *
反復横跳び （回） 54.0 ± 4.1 49.1 ± 4.0 43.1 ± 5.7 * 45.2 ± 4.3 40.4 ± 4.0 35.9 ± 6.3 *
20mシャトルラン （回） 87.0 ± 17.1 70.4 ± 15.7 51.5 ± 18.4 * 52.7 ± 16.0 36.0 ± 12.0 25.2 ± 8.1 *
50m走 （秒） 7.7 ± 0.5 8.2 ± 0.5 8.9 ± 0.7 † 8.7 ± 0.4 9.3 ± 0.5 10.1 ± 1.8 †
立ち幅跳び （cm） 205.5 ± 15.6 181.3 ± 13.9 165.8 ± 20.7 * 175.5 ± 15.5 155.2 ± 13.3 134.7 ± 15.4 *
ハンドボール投げ （ｍ） 24.0 ± 3.8 20.1 ± 3.5 16.0 ± 3.6 * 13.4 ± 3.0 10.2 ± 2.3 8.2 ± 2.2 *
総合得点 （点） 47.2 ± 5.3 36.1 ± 2.7 25.5 ± 4.3 * 49.3 ± 6.3 36.3 ± 2.6 27.1 ± 4.1 *
握力 （kg） 36.0 ± 6.0 30.5 ± 5.6 25.3 ± 6.1 * 25.9 ± 4.0 23.7 ± 3.9 20.9 ± 3.0 *
上体起こし （回） 29.6 ± 3.7 24.7 ± 4.1 19.5 ± 4.8 * 22.5 ± 4.5 17.4 ± 4.8 14.3 ± 5.7 *
長座体前屈 （cm） 49.2 ± 7.5 44.5 ± 8.2 35.7 ± 9.1 * 46.9 ± 8.2 43.1 ± 8.9 37.7 ± 8.3 *
反復横跳び （回） 57.5 ± 6.4 52.3 ± 4.6 44.6 ± 8.3 * 48.6 ± 4.7 43.1 ± 4.8 37.9 ± 5.4 *
20mシャトルラン （回） 100.2 ± 16.7 79.4 ± 19.4 57.3 ± 19.3 * 68.1 ± 19.2 43.6 ± 13.3 31.5 ± 13.5 *
50m走 （秒） 7.2 ± 0.4 7.8 ± 0.4 8.7 ± 1.0 † 8.2 ± 0.5 9.0 ± 0.5 9.8 ± 1.0 †
立ち幅跳び （cm） 218.8 ± 18.8 199.3 ± 16.2 168.6 ± 26.5 * 182.5 ± 16.4 158.2 ± 12.5 132.7 ± 18.8 *
ハンドボール投げ （ｍ） 26.4 ± 3.9 21.8 ± 4.1 17.1 ± 4.6 * 15.4 ± 3.6 11.3 ± 2.2 8.7 ± 2.0 *
総合得点 （点） 53.9 ± 5.2 41.8 ± 2.8 29.1 ± 5.9 * 56.4 ± 6.7 41.4 ± 2.9 29.8 ± 6.0 *
握力 （kg） 38.9 ± 6.5 33.0 ± 5.4 30.1 ± 5.3 * 27.1 ± 3.9 24.3 ± 4.0 23.2 ± 3.4 *
上体起こし （回） 32.1 ± 3.9 26.9 ± 5.1 21.9 ± 6.0 * 26.4 ± 4.6 20.0 ± 4.3 15.7 ± 4.0 *
長座体前屈 （cm） 53.6 ± 8.3 44.1 ± 9.9 39.2 ± 8.4 * 52.0 ± 9.3 45.5 ± 9.3 40.9 ± 7.4 *
反復横跳び （回） 59.9 ± 5.6 53.5 ± 5.4 46.1 ± 7.1 * 51.4 ± 6.0 44.0 ± 5.6 38.3 ± 5.5 *
20mシャトルラン （回） 96.4 ± 18.8 81.9 ± 19.1 60.1 ± 20.5 * 62.0 ± 15.6 44.2 ± 10.5 30.7 ± 9.9 *
50m走 （秒） 7.1 ± 0.4 7.6 ± 0.4 8.3 ± 0.8 † 8.3 ± 0.5 8.9 ± 0.5 9.7 ± 0.6 †
立ち幅跳び （cm） 229.3 ± 18.3 207.2 ± 17.0 184.9 ± 26.6 * 182.7 ± 16.4 159.1 ± 17.9 141.3 ± 17.4 *
ハンドボール投げ （ｍ） 28.5 ± 4.9 23.3 ± 4.3 19.5 ± 4.4 * 16.6 ± 3.9 13.2 ± 3.7 10.3 ± 2.6 *





















国語 3.7 ± 0.9 3.4 ± 0.9 3.1 ± 0.8 *①>②>③ 3.8 ± 0.9 3.9 ± 1.0 3.7 ± 1.0 n.s.
社会 3.7 ± 0.9 3.5 ± 0.9 3.2 ± 0.9 *①②>③ 3.4 ± 0.9 3.5 ± 1.1 3.5 ± 1.0 n.s.
数学 3.6 ± 0.9 3.3 ± 0.9 3.0 ± 1.0 *①②>③ 3.4 ± 0.9 3.4 ± 0.9 3.2 ± 0.9 n.s.
理科 3.5 ± 0.8 3.3 ± 0.8 3.2 ± 0.9 *①>③ 3.4 ± 0.8 3.5 ± 0.9 3.4 ± 0.9 n.s.
音楽 3.6 ± 0.8 3.3 ± 0.7 3.2 ± 0.8 *①>②③ 3.9 ± 0.8 3.9 ± 0.8 3.6 ± 0.8 n.s.
美術 3.6 ± 0.7 3.3 ± 0.7 3.1 ± 0.8 *①>②③ 3.9 ± 0.8 3.8 ± 0.8 3.6 ± 0.9 n.s.
保健体育 3.6 ± 0.7 3.4 ± 0.7 3.0 ± 0.6 *①>②>③ 3.4 ± 0.7 3.2 ± 0.6 3.1 ± 0.4 *①>③
技術・家庭 3.7 ± 0.8 3.6 ± 0.8 3.3 ± 0.9 *①②>③ 3.8 ± 0.8 3.8 ± 0.9 3.5 ± 1.0 n.s.
英語 3.7 ± 1.0 3.3 ± 0.9 3.0 ± 1.1 *①>③ 3.7 ± 0.9 3.7 ± 0.9 3.4 ± 0.9 n.s.
4教科 14.4 ± 2.5 13.5 ± 2.2 12.5 ± 2.6 *①>②>③ 15.0 ± 2.5 14.7 ± 2.4 13.8 ± 2.5 *①>③
5教科 18.1 ± 3.9 16.9 ± 3.8 15.5 ± 4.2 *①②>③ 17.6 ± 4.0 17.8 ± 4.4 17.1 ± 4.2 n.s.
全教科 32.6 ± 6.0 30.4 ± 5.7 28.0 ± 6.5 *①>②>③ 32.6 ± 6.1 32.6 ± 6.6 30.9 ± 6.5 n.s.
国語 3.4 ± 0.8 3.2 ± 1.0 2.8 ± 1.0 *①②>③ 3.6 ± 0.8 3.6 ± 0.9 3.2 ± 0.9 *①②>③
社会 3.7 ± 1.0 3.5 ± 1.0 3.2 ± 1.0 *①②>③ 3.6 ± 0.9 3.6 ± 0.9 3.3 ± 1.0 *①>③
数学 3.6 ± 1.0 3.4 ± 1.0 3.2 ± 1.0 *①>③ 3.6 ± 0.8 3.5 ± 0.8 3.3 ± 0.9 *①>③
理科 3.6 ± 0.9 3.5 ± 1.0 3.2 ± 1.0 *①>③ 3.6 ± 0.8 3.5 ± 0.8 3.3 ± 0.8 *①>③
音楽 3.5 ± 0.8 3.3 ± 0.8 3.1 ± 0.8 *①>③ 3.8 ± 0.8 3.9 ± 0.9 3.4 ± 0.9 *①②>③
美術 3.4 ± 0.9 3.3 ± 0.8 3.1 ± 0.8 *①>③ 3.9 ± 0.8 4.0 ± 0.8 3.7 ± 0.8 n.s.
保健体育 3.9 ± 0.7 3.4 ± 0.7 3.1 ± 0.6 *①>②>③ 3.9 ± 0.7 3.4 ± 0.5 3.2 ± 0.6 *①>②>③
技術・家庭 3.2 ± 0.7 3.2 ± 0.8 3.1 ± 0.7 n.s. 3.7 ± 0.7 3.6 ± 0.8 3.3 ± 0.7 *①②>③
英語 3.3 ± 1.0 3.4 ± 1.1 3.0 ± 1.1 n.s. 3.5 ± 1.0 3.5 ± 0.9 3.1 ± 1.1 *①>③
4教科 13.8 ± 2.7 13.2 ± 3.0 12.3 ± 2.8 *①>③ 15.0 ± 2.6 14.5 ± 2.4 13.3 ± 2.8 *①②>③
5教科 17.6 ± 4.2 16.9 ± 4.6 15.4 ± 4.6 *①②>③ 18.0 ± 3.8 17.7 ± 3.8 16.1 ± 4.3 *①②>③
全教科 31.5 ± 6.5 30.0 ± 7.0 27.8 ± 6.9 *①>③ 33.3 ± 6.0 32.5 ± 5.7 29.7 ± 6.7 *①②>③
国語 3.4 ± 1.0 3.1 ± 0.9 3.0 ± 1.0 *①>②③ 3.9 ± 0.9 3.7 ± 0.9 3.3 ± 0.8 *①②>③
社会 3.6 ± 1.1 3.4 ± 1.1 3.3 ± 1.0 n.s. 3.9 ± 1.0 3.7 ± 1.0 3.2 ± 1.0 *①②>③
数学 3.6 ± 1.1 3.2 ± 1.1 3.1 ± 1.1 *①>②③ 3.7 ± 0.9 3.4 ± 1.0 3.0 ± 0.9 *①②>③
理科 3.9 ± 0.9 3.5 ± 1.0 3.4 ± 1.0 *①>②③ 4.0 ± 0.9 3.7 ± 0.9 3.3 ± 0.9 *①②>③
音楽 3.7 ± 0.8 3.5 ± 0.9 3.4 ± 0.9 *①>③ 4.2 ± 0.7 4.2 ± 0.8 3.7 ± 0.7 *①②>③
美術 3.4 ± 0.8 3.3 ± 0.9 3.1 ± 0.8 n.s. 4.0 ± 0.8 3.9 ± 0.9 3.6 ± 0.8 *①>③
保健体育 3.9 ± 0.7 3.4 ± 0.7 3.0 ± 0.7 *①>②>③ 4.0 ± 0.7 3.4 ± 0.6 3.0 ± 0.6 *①>②>③
技術・家庭 3.7 ± 0.8 3.5 ± 0.9 3.3 ± 0.9 *①>③ 4.2 ± 0.8 4.1 ± 0.8 3.8 ± 0.8 *①>③
英語 3.5 ± 1.1 3.2 ± 1.1 3.0 ± 1.2 *①>③ 3.7 ± 1.0 3.6 ± 1.0 3.1 ± 0.9 *①②>③
4教科 14.7 ± 2.5 13.8 ± 2.8 12.8 ± 2.8 *①>②③ 16.4 ± 2.3 15.5 ± 2.4 14.2 ± 2.2 *①>②>③
5教科 18.0 ± 4.9 16.4 ± 4.8 15.9 ± 4.8 *①>②③ 19.1 ± 4.2 18.1 ± 4.3 15.9 ± 4.1 *①②>③
全教科 32.7 ± 7.1 30.2 ± 7.3 28.7 ± 7.2 *①>②③ 35.5 ± 6.2 33.6 ± 6.4 30.1 ± 5.9 *①②>③
























の学業成績を比較した．学業成績は指導要録の 9教科 5段階評定を用いて検討を行った． 
（1）体力と学業成績との関連性 
 本研究と同様に中学生を対象とした先行研究では，体力と学業成績との間に正の相関関
係が認められている．Dwyer ら（2001）は 7,961人のオーストラリアの青少年（7 歳から 15
歳）を対象に，学業成績（5段階）と体力（1.6km走，50m，上体起こし，立ち幅跳び）との
関連性を検討している．その結果，本研究と同様の年齢にあたる 13 歳から 15 歳の男女に









2 年 r=0.228，3年 r=0.196，女子：2年 r=0.170，3年 r=0.195），数学（男子：1年 r=0.256，
2 年 r=0.157，3年 r=0.192，女子：1年 r=0.172，2 年 r=0.165，3年 r=0.216）との間に有
意な相関関係が認められたことから，先行研究と同様の結果であった．加えて，Welk ら（2010）
はアメリカの青少年 36,835 人（3th，4th，5th ，6th，7th，8th，9th，10th，11th，12th grade）
を対象に体力（1mile走）と学業成績（Texas Assessment of Knowledge and Skills：reading，
writing，math，science，social studiesの科目を含む標準化された学力テスト）との関
連性を検討している．日本の中学生にあたる 7th，8th，9th gradeの体力と学業成績との関連




A・B群 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00
C群 1.21 （0.53-2.78） 1.00 （0.51-1.99） 1.30 （0.70-2.40） 0.92 （0.46-1.85） 1.59 （0.84-3.00） 2.27 （1.12-4.58）*
D・E群 3.20 （1.48-6.92）* 1.12 （0.46-2.69） 1.92 （1.01-3.64）* 2.41 （1.23-4.74）* 1.81 （0.90-3.64） 2.86 （1.40-5.85）*
表7　体力と学業成績との関連　－5教科25%ile未満群の5教科25%ile以上群に対するオッズ比と信頼区間－
1年 2年 3年
男子†（n=338） 女子†（n=285） 男子†（n=369） 女子†（n=349） 男子†（n=339） 女子†（n=316）
†：月齢，肥満度を調整
*：p<0.05
























も含まれている．実験室レベルの研究では Hillman ら（2005），Buck ら（2008），Pontifex
ら（2011）が青少年を対象に体力と認知機能の関連性を検討しており，体力が高い青少年は





















































第 4節  体力と形態，生活習慣，メンタルヘルスとの関連性 
 
1．緒言 



















































































































月齢 （月） 162.5 ± 3.4 162.6 ± 3.4
身長 （cm） 162.0 ± 7.0 155.7 ± 5.1
体重 （kg） 50.6 ± 10.4 47.2 ± 7.6
肥満度 （%） -0.3 ± 15.4 -1.1 ± 14.4
握力 （kg） 29.5 ± 7.1 23.9 ± 4.2
上体起こし （回） 25.6 ± 6.1 21.3 ± 5.7
長座体前屈 （cm） 39.9 ± 9.1 43.6 ± 9.3
反復横跳び （回） 49.3 ± 8.2 43.6 ± 6.0
20mシャトルラン （回） 78.0 ± 24.2 48.7 ± 22.2
50m走 （秒） 8.0 ± 0.8 8.9 ± 0.9
立ち幅跳び （cm） 192.7 ± 27.5 161.8 ± 24.0
ハンドボール投げ （ｍ） 21.5 ± 5.2 13.2 ± 4.1





就寝時刻 （時:分） 22:53 ± 1:06 23:09 ± 1:05
運動時間 （分/週） 601.2 ± 595.6 446.0 ± 537.8
メディア視聴時間 （分/日） 180.5 ± 129.4 175.8 ± 126.7
自己効力感a 4.0 ± 1.7 4.0 ± 1.5
不安傾向b 5.7 ± 1.6 5.6 ± 1.5
行動b 5.8 ± 1.7 5.6 ± 1.8


























形態 肥満度 .366 * -.146 * -.004 -.194 * -.322 * .252 * -.161 * .086 -.104 *
朝食摂食 -.007 -.044 .027 -.094 -.080 .029 -.064 .053 -.033
就寝時刻 -.072 .150 * -.035 .051 .154 * -.008 -.032 -.012 .046
運動時間 .125 * .320 * .149 * .293 * .383 * -.210 * .255 * .293 * .377 *
メディア視聴時間 -.104 * -.135 * .025 -.033 -.098 * -.021 .049 -.085 -.073
自己効力感a -.071 -.075 -.030 -.121 * -.179 * .154 * -.163 * -.198 * -.186 *
不安傾向b .070 .148 * .062 .010 .106 * -.009 .046 -.009 .099 *
行動b .031 .112 * -.034 .012 .076 .007 .002 -.007 .036




形態 肥満度 .246 * -.188 * -.034 -.168 * -.352 * .324 * -.254 * -.018 -.210 *
朝食摂食 .077 -.075 .012 -.147 * -.157 * .117 * -.120 -.062 -.109 *
就寝時刻 -.005 .108 * .116 * .123 * .119 * -.062 .051 .030 .118 *
運動時間 .211 * .400 * .131 * .310 * .392 * -.311 * .319 * .270 * .419 *
メディア視聴時間 .000 -.205 * -.103 * -.147 * -.224 * .116 * -.092 .010 -.154 *
自己効力感a .000 -.048 -.092 -.022 -.004 -.012 -.039 -.039 -.049
不安傾向b -.019 .161 * .072 .132 * .098 -.168 * .113 * .016 .134 *
行動b -.063 -.026 .007 .041 .005 .032 -.091 -.152 * -.055




50m走 立ち幅跳び ハンドボール投げ 総合得点
表2-2  女子の月齢を調整変数とした各体力要素，総合得点と形態，生活習慣，メンタルヘルスとの偏相関分析の結果
握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び 20mシャトルラン
表2-1  男子の月齢を調整変数とした各体力要素，総合得点と形態，生活習慣，メンタルヘルスとの偏相関分析の結果






















否か検討しており，4 年生の男子にのみ 2 群間に差が認められたものの 5，6 年男女におい





握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び 20mシャトルラン 50m走 立ち幅跳び ハンドボール投げ 総合得点
β β β β β β β β β
形態 肥満度 .363 -.136 - -.175 -.299 .241 -.148 - ns
朝食摂食 - - - - - - - - -
就寝時刻 - .095 - - .111 - - - -
運動時間 .177 .299 .168 .299 .337 -.182 .235 .281 .359
メディア視聴時間 ns -.112 - - ns - - - -
自己効力感 - - - ns -.116 .131 -.128 -.152 -.126
不安傾向 - .116 - - .091 - - - .098
行動 - ns - - - - - - -
身体的訴え - - - - - - - - -
R .392 .409 .168 .357 .531 .354 .334 .349 .425
R
2 .154* .167* .028* .128* .282* .125* .112* .122* .181*
β ：標準偏回帰係数  R:重相関係数　R2:決定係数
*p<0.05  
握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び 20mシャトルラン 50m走 立ち幅跳び ハンドボール投げ 総合得点
β β β β β β β β β
形態 肥満度 .245 -.173 - -.152 -.337 .310 -.252 - -.208
朝食摂食 - ns - -.104 ns ns ns - ns
就寝時刻 - - .105 ns ns - - - ns
運動時間 .200 .382 .120 .299 .377 -.281 .314 .260 .411
メディア視聴時間 - -.143 ns ns -.146 ns - - ns
自己効力感 - - - - - - - - -
不安傾向 - ns - ns ns -.139 ns - ns
行動 - - - - - - - -.136 -
身体的訴え ns - - - - .128 - - -
R .317 .461 .168 .358 .546 .469 .402 .298 .459
R
2 .101* .212* .028* .128* .298* .220* .161* .089* .211*


































































































第 5 節 部活動の所属別による体力について 
 
1．緒言 








岡山県 A中学校の 2年生 757人（男子 403人，女子 354人）を対象とした．そのうち，す
べての調査項目において欠損値のない 627 人（男子 330 人，女子 297 人）を分析対象とし
た．なお，本研究において，1年生は部活動の所属期間が短いこと，3年生は一部の調査を
9 月に実施し部活動を引退している可能性があることから，2年生を対象とした．調査期間
は 2010年，2011年，2012年の 3年間において，それぞれの年度の 2年生を対象に調査を行







































































年齢 （歳） 13.5 ± 0.5 13.5 ± 0.5
月齢 （月） 162.4 ± 3.4 162.8 ± 3.3
身長 （cm） 162.1 ± 7.3 155.8 ± 5.0
体重 （kg） 51.0 ± 11.1 47.0 ± 7.3
BMI （kg/m2） 19.3 ± 3.3 19.3 ± 2.6
脂肪量 （kg） 7.6 ± 7.6 11.2 ± 4.8
除脂肪量 （kg） 43.2 ± 5.6 35.7 ± 3.7
体脂肪率 （%） 13.5 ± 7.8 23.2 ± 6.5
握力 （kg） 29.7 ± 7.5 23.8 ± 4.3
上体起こし （回） 26.1 ± 6.4 21.6 ± 5.6
長座体前屈 （cm） 40.3 ± 9.4 44.0 ± 9.5
反復横跳び （回） 49.3 ± 8.3 44.2 ± 6.1
20mシャトルラン （回） 77.9 ± 25.6 48.7 ± 22.8
50m走 （秒） 8.0 ± 0.7 8.9 ± 0.8
立ち幅跳び （cm） 190.9 ± 28.0 161.4 ± 23.6
ハンドボール投げ （ｍ） 21.5 ± 5.5 12.9 ± 4.0
総合得点 （点） 40.0 ± 10.8 46.0 ± 11.6
運動時間 （分/週） 598.5 ± 588.4 454.8 ± 554.1
運動部 256 (77.6) 137 (46.1)
文化部 20 (6.1) 107 (36.0)
無所属 54 (16.4) 53 (17.8)
数値：平均値±標準偏差（部活動の所属は人（%））
運動部：サッカー，ソフトテニス，バスケットボール，バレーボール，
































身長 （cm） 162.4 ± 7.3 161.0 ± 6.9 161.4 ± 7.7 n.s. 156.4 ± 5.3 155.3 ± 4.7 155.0 ± 5.0 n.s.
体重 （kg） 50.6 ± 10.2 50.6 ± 12.6 53.0 ± 14.2 n.s. 47.2 ± 7.2 47.0 ± 8.1 46.3 ± 5.8 n.s.
BMI （kg/m2） 19.1 ± 3.0 19.4 ± 4.0 20.2 ± 4.2 n.s. 19.2 ± 2.5 19.5 ± 3.1 19.3 ± 2.2 n.s.
脂肪量 （kg） 7.1 ± 6.9 8.1 ± 8.0 9.8 ± 10.0 n.s. 10.6 ± 4.3 11.9 ± 5.8 11.3 ± 3.5 n.s.
除脂肪量 （kg） 43.3 ± 5.4 42.3 ± 5.7 43.0 ± 6.1 n.s. 36.4 ± 3.7 35.0 ± 3.9 35.1 ± 3.2 *運>文
体脂肪率 （%） 12.9 ± 7.0 14.1 ± 9.0 16.0 ± 10.1 *無>運 22.0 ± 5.5 24.3 ± 7.9 23.9 ± 5.2 *文>運
握力 （kg） 30.2 ± 7.7 27.1 ± 6.5 28.4 ± 6.8 n.s. 24.9 ± 4.3 22.9 ± 3.8 23.0 ± 4.5 *運>文，無
上体起こし （回） 26.9 ± 6.0 21.5 ± 6.9 24.2 ± 6.9 *運>文，無 24.3 ± 5.4 19.1 ± 4.7 19.7 ± 5.0 *運>文，無
長座体前屈 （cm） 41.0 ± 9.4 34.6 ± 8.8 39.2 ± 8.6 *運>文 45.4 ± 9.1 43.5 ± 8.9 41.5 ± 11.2 *運>無
反復横跳び （回） 50.1 ± 7.8 43.9 ± 7.8 47.2 ± 9.7 *運>文 46.6 ± 5.7 41.8 ± 5.5 42.6 ± 5.7 *運>文，無
20mシャトルラン （回） 83.3 ± 23.5 52.3 ± 21.3 61.8 ± 24.6 *運>文 63.9 ± 20.1 35.2 ± 15.4 36.9 ± 17.0 *運>文，無
50m走 （秒） 7.9 ± 0.7 8.4 ± 0.5 8.3 ± 0.7 *文，無>運 8.4 ± 0.6 9.3 ± 0.7 9.1 ± 0.9 *文，無>運
立ち幅跳び （cm） 193.7 ± 27.8 173.3 ± 27.1 184.4 ± 26.4 *運>文 173.7 ± 20.7 149.3 ± 19.4 153.8 ± 23.0 *運>文，無
ハンドボール投げ （ｍ） 22.0 ± 5.4 17.5 ± 3.5 20.2 ± 5.4 *運>文 14.9 ± 3.8 10.9 ± 3.2 11.8 ± 3.2 *運>文，無
総合得点 （点） 41.8 ± 10.4 29.5 ± 7.1 35.4 ± 10.2 *運>文，無 53.4 ± 9.5 39.0 ± 8.4 41.1 ± 10.5 *運>文，無
運動時間 （分/週） 675.2 ± 597.0 115.0 ± 147.5 413.8 ± 524.5 *運>文，無 757.2 ± 636.8 214.5 ± 296.5 158.1 ± 246.3 *運>文，無
運：運動部，文：文化部，無：無所属
数値：平均±標準偏差 , *:p＜0.05  n.s.：not significant　
運動部：サッカー，ソフトテニス，バスケットボール，バレーボール， ハンドボール，剣道，水泳，卓球，野球，陸上競技
文化部：科学，合唱，吹奏楽，茶道，美術工芸
（n=256） （n=20） （n=54） （n=137） （n=107） （n=53）
表2　部活動の所属別で分類した身体的特徴，新体力テスト，運動時間の結果
男子 女子








































































第 1節 小学生を対象とした持久走の検討 
 
1． はじめに 












 小学 1～6年生の児童 140人を対象（表１）に，低・中・高学年の３クラスに分けて「ス
ロージョギング持久走」の授業を 1時間ずつ実践した．授業前にからだほぐしの運動を 5分











査（4点満点で評価：とてもそう思う 4点，まあまあそう思う 3点，あまりそう思わない 2
点，全くそう思わない 1点）を行った． 
［研究 2］ 
 小学 5年生 26人を対象に，3時間（単元前後の 20ｍシャトルランを含めれば 5時間）の
単元を組んで授業を行い，単元前後で研究 1 と同様の持久走に対する意識調査と新体力テ
スト（文部科学省，2005）の 20ｍシャトルランを行った．単元の流れを示すと，1時間目と





た．3 時間目は 1，2 時間目のペースを目安に，無理のない自分のペースで走ることができ
るペース走を行った．1，2時間目と同様の方法で行うことに加え， 25m間隔で置いたコー
ンの端を 1m間隔で 5m伸ばし最大 30mとし（1mごとにコーンを置いた），どのコーンで折り
返すかで自分のペースが選べるように工夫した，走る時間は，1時目は， 5分間のジョギン
グを短時間の休憩を入れ 2 回，2 時目と 3 時目は続けて 15 分間走った．いずれも授業前に
からだほぐしの運動を 5分程度行った．また，研究 1 と同様に，できるだけ単調にならない
ようにするために，BGM を流したり，すれ違えるコースを設定し，ハイタッチなど児童たち
が走りながらコミュニケーションを図ることができる工夫を行った． 














 対象児童の身体的特徴について表 1に示した．身長，体重は平成 20年度学校保健統計調
査報告書（文部科学省，online o）と比較したところ同程度の値であった．全学年で，肥満
度が 20％以上の肥満と判定されたのは 9 名，体力判定で A または B 判定が 32％，C 判定が
41％，Dまたは E判定が 27％名であった．また，運動が好きか嫌いかの質問に対して式と答






1年 10 / 13 114.3 ± 5.0 20.3 ± 2.7 1.3 ± 8.7 4 / 10 / 9 20 / 3 0
2年 15 / 6 123.5 ± 3.1 24.6 ± 3.3 2.8 ± 11.8 1 / 13 / 7 21 / 0 1
3年 15 / 14 128.6 ± 7.2 26.6 ± 5.7 -0.8 ± 11.9 13 / 7 / 9 28 / 1 2
4年 8 / 9 133.5 ± 5.3 30.2 ± 7.2 2.2 ± 15.8 8 / 5 / 4 17 / 0 2
5年 15 / 11 138.5 ± 7.0 32.1 ± 6.2 -2.0 ± 11.9 9 / 14 / 3 22 / 4 2
6年 13 / 11 146.2 ± 7.3 37.8 ± 9.1 -2.5 ± 12.4 18 / 4 / 2 24 / 0 2
体力判定
表1　対象児童の身体的特徴



































1年 3.0 ± 1.2 3.7 ± 0.5 *** 0.7 ± 1.0
2年 3.1 ± 0.9 3.9 ± 0.3 *** 0.8 ± 0.9
3年 3.2 ± 1.0 3.6 ± 0.7 *** 0.4 ± 1.1
4年 3.4 ± 0.8 4.0 ± 0.0 *** 0.6 ± 0.8
5年 2.7 ± 0.9 3.7 ± 0.5 *** 1.0 ± 1.0
6年 2.5 ± 1.0 3.5 ± 0.6 *** 1.1 ± 0.9
全体 3.0 ± 1.0 3.7 ± 0.5 *** 0.8 ± 1.0
授業前後の得点の比較：ウィルコクソンのT検定　***p<0.001
前から後への変化量  授業前    授業後
表2  授業前後の意識変化（持久走を楽しいと思いますか？）
AB群 2.9 ± 1.0 3.7 ± 0.5 *** 0.7 ± 0.9
C群 3.0 ± 1.0 3.8 ± 0.4 *** 0.8 ± 1.0
DE群 2.9 ± 1.1 3.7 ± 0.6 *** 0.8 ± 1.2
好き 3.0 ± 1.0 3.7 ± 0.5 *** 0.7 ± 1.0
嫌い 1.4 ± 0.5 3.5 ± 0.8 *** 2.1 ± 0.9
20%未満 3.0 ± 1.0 3.7 ± 0.5 *** 0.8 ± 1.0
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持久力を検討した．その結果，研究 1 では小学 1 年生から 6 年生までのすべての学年にお
いてスロージョギングの授業の前に比べ後で，持久走に対する意識が肯定的に変化してい
















































 本研究の限界は，第一に研究 1 および研究 2 ともに対照群が設定できていないことであ
る．第二に，研究 1では小学校の全学年を対象としているものの，各学年 30名弱とサンプ























第 2節 中学生を対象とした持久走の検討 
 
1．はじめに   










































いて 3時間目は 5分後，10分後，15分後の 3回，4時間目は 10分後，20分後の 2回，5時























































1 要因の分散分析を行った．単元前後の態度得点の比較は，対応のある t検定を行った． 
 また，対象者を 20m シャトルランの平均値によって 2 分類し，平均値未満の生徒を下位
群，平均値以上の生徒を上位群とした．下位群と上位群の単元前後の態度得点の比較は対応
のある 2要因の分散分析を行った． 
 数値は平均値±標準偏差で表し，有意水準は 5%未満とした．統計処理は，IBM SPSS 











時間目が 4 時間目と比較して有意に低かった．女子の RPE では授業時間による有意な主効
果（F（2，152）=21.07，p<0.001）が認められた．Bonferroni の方法による多重比較の結






















は下位群が有意に高かった．心拍数，RPEは 3時間目 RPEのみ下位群が有意に高かった． 
 
3時間目 4時間目 5時間目 多重比較
M 37.4 38.0 40.3
SD 5.8 5.7 5.9
M 12.2 13.0 13.7
SD 2.3 2.4 2.6
M 39.0 41.0 40.5
SD 5.4 5.2 5.0
M 12.6 14.0 13.9




























































身長 （cm） 153.4 ± 7.3 157.0 ± 7.0 *②>① 152.2 ± 6.4 152.9 ± 6.8 n.s.
体重 （kg） 43.7 ± 8.3 43.2 ± 5.9 n.s. 43.8 ± 7.5 41.7 ± 5.9 *①>②
肥満度 （%） -1.7 ± 14.9 -8.5 ± 7.9 *①>② -1.0 ± 10.8 -6.8 ± 7.6 *①>②
握力 （kg） 23.8 ± 5.5 28.6 ± 6.2 *②>① 21.2 ± 4.1 23.2 ± 4.2 n.s.
上体起こし （回） 24.5 ± 5.8 27.2 ± 5.0 *②>① 22.0 ± 4.0 23.2 ± 4.0 n.s.
長座体前屈 （cm） 46.1 ± 11.9 48.1 ± 8.1 n.s. 45.9 ± 10.8 47.6 ± 10.6 n.s.
反復横跳び （回） 49.5 ± 6.2 55.6 ± 4.7 *②>① 45.8 ± 3.7 47.5 ± 4.6 n.s.
20mシャトルラン （回） 64.5 ± 12.2 93.1 ± 11.0 *②>① 42.4 ± 6.3 63.6 ± 11.3 *②>①
50m走 （秒） 8.6 ± 0.6 7.9 ± 0.5 *①>② 9.2 ± 0.5 8.6 ± 0.5 *①>②
立ち幅跳び （cm） 185.0 ± 24.0 199.5 ± 20.4 *②>① 158.7 ± 22.1 180.1 ± 22.7 *②>①
ハンドボール投げ （ｍ） 16.3 ± 4.0 19.0 ± 3.8 *②>① 8.8 ± 2.5 11.2 ± 3.7 *②>①
総合得点 （点） 34.9 ± 7.7 44.2 ± 5.8 *②>① 41.9 ± 6.4 51.3 ± 9.3 *②>①
3時間目心拍数 (拍/15秒) 38.2 ± 5.7 36.8 ± 5.9 n.s. 38.7 ± 5.6 39.2 ± 5.2 n.s.
4時間目心拍数 (拍/15秒) 37.8 ± 6.3 38.2 ± 5.3 n.s. 41.2 ± 3.9 40.7 ± 6.3 n.s.
5時間目心拍数 (拍/15秒) 40.4 ± 7.3 40.3 ± 4.6 n.s. 40.8 ± 4.1 40.2 ± 5.8 n.s.
3時間目RPE 12.6 ± 2.5 11.8 ± 2.2 n.s. 13.2 ± 1.7 12.2 ± 1.4 *①>②
4時間目RPE 13.6 ± 2.4 12.6 ± 2.3 n.s. 14.2 ± 1.9 13.7 ± 1.8 n.s.
5時間目RPE 14.5 ± 2.7 13.0 ± 2.4 *①>② 14.2 ± 2.1 13.7 ± 2.8 n.s.
表5　20mシャトルランで分類した対象者の身体的特徴および体力，心拍数，RPEの結果
男子 女子
①下位群 ②上位群 ①下位群 ②上位群
数値：平均±標準偏差，n.s.：not significant，*:p＜0.05










M -0.27 0.20 0.79 0.95
SD 2.27 2.09 2.08 2.07
M -0.53 -1.47 -1.79 -2.03
SD 2.46 2.74 2.43 2.58
M 1.20 2.58 2.95 4.05
SD 4.09 4.15 3.90 3.84
群の主効果 単元前後の主効果 交互作用
F値 F値 F値
M -0.55 0.48 0.08 0.66
SD 2.12 1.96 2.01 1.99
M -0.13 -1.15 -1.58 -2.45
SD 1.92 1.90 2.10 1.72
M 2.10 3.98 3.56 4.83





















































































































3，4，5 時間目の心拍数，RPE の結果（表 3）から，心拍数は男女ともに目標心拍数であ



































































第 3節 高校生を対象とした持久走の検討 
 
1．はじめに   






























1 時間目は簡易スタミナテスト（足立，1997）（目標心拍数（30～35 拍/15 秒）での走行











が 35 拍/15 秒を超えないよう担当教諭より口頭で指示した．すべての授業は 4 時限目（11
時 45分～12時 40分）に 2クラス合同（約 80人）の男女共習で実施した．授業実施者は 3












































 各授業における心拍数と RPE は，中学生を対象とした第 2 章第 2 節の調査方法と同様で
ある．心拍数，RPE の測定は 20 分間のスロージョギングにおいて，2 時間目が 5 分毎の 4
























 数値は平均値±標準偏差で表し，有意水準は 5%未満とした．統計処理は，IBM SPSS 























身長 （cm） 170.7 ± 6.1 171.0 ± 5.3 n.s. 157.5 ± 5.2 157.4 ± 5.0 n.s.
体重 （kg） 60.9 ± 9.7 60.8 ± 7.6 n.s. 52.1 ± 6.6 50.4 ± 6.4 n.s.
BMI （kg/m2） 20.9 ± 3.2 20.7 ± 2.0 n.s. 21.0 ± 2.4 20.3 ± 2.0 n.s.
握力 （kg） 38.6 ± 7.2 43.5 ± 7.7 *①<② 25.3 ± 4.1 26.5 ± 4.4 n.s.
上体起こし （回） 28.0 ± 5.1 32.9 ± 4.1 *①<② 21.9 ± 5.3 26.9 ± 6.4 *①<②
長座体前屈 （cm） 50.6 ± 12.0 55.8 ± 11.2 *①<② 49.7 ± 7.7 54.1 ± 8.5 *①<②
反復横跳び （回） 53.7 ± 7.3 60.6 ± 4.2 *①<② 46.9 ± 4.0 51.0 ± 4.2 *①<②
持久走 （秒） 416.2 ± 39.9 333.3 ± 22.5 *①<② 327.7 ± 20.2 271.6 ± 21.8 *①<②
50m走 （秒） 7.4 ± 0.4 7.0 ± 0.3 *①>② 9.1 ± 0.7 8.4 ± 0.5 *①>②
立ち幅跳び （cm） 210.6 ± 23.0 227.2 ± 18.8 *①<② 156.9 ± 20.2 171.3 ± 22.1 *①<②
ハンドボール投げ （ｍ） 23.8 ± 5.0 29.7 ± 5.9 *①<② 12.6 ± 3.4 14.5 ± 4.0 *①<②
総合得点 （点） 48.6 ± 8.3 60.8 ± 7.8 *①<② 45.9 ± 8.2 57.0 ± 9.2 *①<②
2時間目心拍数 (拍/15秒) 35.8 ± 3.4 33.4 ± 4.4 *①>② 35.7 ± 4.2 35.0 ± 3.4 n.s.
3時間目心拍数 (拍/15秒) 34.4 ± 3.6 31.0 ± 4.6 *①>② 34.0 ± 3.8 33.7 ± 3.2 n.s.
4時間目心拍数 (拍/15秒) 34.4 ± 3.7 31.5 ± 4.8 *①>② 34.6 ± 4.3 34.2 ± 3.4 n.s.
5時間目心拍数 (拍/15秒) 34.1 ± 4.1 31.8 ± 4.9 *①>② 34.4 ± 4.0 33.4 ± 3.4 n.s.
2時間目RPE 12.7 ± 1.4 12.4 ± 1.4 n.s. 12.6 ± 1.1 11.7 ± 0.9 *①>②
3時間目RPE 12.5 ± 1.0 12.1 ± 1.5 n.s. 12.3 ± 1.4 11.8 ± 0.6 *①>②
4時間目RPE 12.9 ± 1.3 12.0 ± 1.3 *①>② 12.1 ± 1.4 11.8 ± 0.9 n.s.
5時間目RPE 12.2 ± 1.3 12.0 ± 1.2 n.s. 11.8 ± 1.3 11.8 ± 1.6 n.s.




























M 2.42 2.53 3.18 4.46
SD 4.69 6.06 6.61 6.21
M -4.18 0.18 -3.80 0.45
SD 3.02 4.29 4.03 4.14
M 53.1 56.5 56.8 59.9
SD 9.9 10.4 13.0 11.0
M 51.6 56.1 56.3 59.5
SD 12.7 10.4 13.1 11.0
群の主効果 授業前後の主効果 交互作用
F値 F値 F値
M 4.12 5.83 4.39 6.63
SD 4.95 5.50 5.78 5.25
M -3.83 -0.22 -4.10 -0.54
SD 3.52 3.18 4.06 3.95
M 50.1 55.4 51.2 56.4
SD 11.1 10.7 9.9 10.2
M 49.8 55.0 49.7 55.6
SD 11.3 10.6 11.6 10.2
表3-1　授業前後の二次元気分尺度（3時間目），百ます計算（4時間目）の結果（男子）
下位群（n=45） 上位群（n=74） 2要因分散分析




授業前 授業後 授業前 授業後
正答数 3.17 19.11 *** 0.05
16.93 *** 0.30







快適度 1.82 1.49 1.05





















M -1.91 -0.07 -1.16 0.39
SD 0.32 0.37 0.23 0.23
M 1.56 -1.89 0.04 -1.85 下位群：単元前>単元後
SD 0.30 0.35 0.22 0.25 上位群：単元前>単元後
M 0.54 3.11 2.06 3.86
SD 0.59 0.52 0.38 0.41
群の主効果 単元前後の主効果 交互作用
F値 F値 F値
M -2.05 0.73 -0.65 1.13 下位群：単元前<単元後
SD 0.25 0.25 0.28 0.24 上位群：単元前<単元後
M 1.35 -1.95 -0.08 -2.68
SD 0.27 0.28 0.22 0.24
M 1.98 4.19 2.78 5.10
SD 0.43 0.41 0.36 0.33
表4-1　単元前後の態度得点（男子）
下位群（n=45） 上位群（n=74）
単元前 単元後 単元前 単元後
47.65 *** 1.51
表4-2　単元前後の態度得点（女子）
快適感情 2.94 81.81 *** 0.60
不快適感情 4.965 * 153.28 *** 12.97 *
*：p<0.05，**：p<0.01，***：p<0.001
快適感情 7.85 ** 173.41 *** 8.49 *





認知的成分 3.28 77.59 *** 0.05
下位群（n=60） 上位群（n=71）

































































なしが 19 人，減少が 45 人であった．これらのことから，ポジティブな変化のあった生徒












































































































徴」では第 1節から第 5節について検討し，「第 2章 スロージョギングを教材とした持久
走についての実践的研究」では第 1節から第 3節について検討した． 
 
第 1章    体力が低い青少年の身体的・精神的・社会的特徴 
第 1節 体力と身体活動量との関連性 
第 2節 体力とメタボリックシンドローム危険因子との関連性 
第 3節 体力と学業成績との関連性 
第 4節  体力と形態，生活習慣，メンタルヘルスとの関連性 
第 5節 部活動の所属別による体力について 
 
第 2章  スロージョギングを教材とした持久走についての実践的研究 
第 1節 小学生を対象とした持久走の検討 
第 2節 中学生を対象とした持久走の検討 
第 3節 高校生を対象とした持久走の検討 
 
3．研究結果 






















































































第 3節 今後の課題 
  
本論文の第 1 章では，体力と身体活動量，MetS 危険因子，学業成績，メンタルヘルスと
の関連性を検討するとともに，部活動の所属別による体力を検討することによって，体力が
低い青少年の身体的・精神的・社会的特徴を多面的に検討した． 









そのほかに，各節における個別の課題として，「第 1 章第 2 節 体力と MetS 危険因子と
の関連性」では，早朝空腹をコントロールしたうえで血液サンプルの採取をすることである．
また，すでに国外では，BMI または体脂肪率と体力を組み合わせて MetS のリスクを検討し
ていること（Eisenmann，2005，2007a，2007b; Suriano，2010）から，形態，身体組成の要
因を考慮して体力と MetS のリスクスコアを検討する必要がある．「第 1 章第 3 節 体力と
学業成績との関連性」では社会経済的要因（Kim，2003）を考慮して検討を行うこと，「第 1
章第 4節  体力と形態，生活習慣，メンタルヘルスとの関連性」ではメンタルヘルスの評価
が質問紙法を中心とする主観的な評価方法であるため，メンタルヘルスに関連があるとさ
れる唾液中のアミラーゼやコルチゾールといったより客観的な評価方法（田中，2011a）を























あることである．「第 2章第 1節 小学生を対象とした持久走の検討」では複数の学年を対
象としたがサンプル数が少ないこと，「第 2 章第 2 節 中学生を対象とした持久走の検討」









間が 60分未満の小学 5年生，中学 2年生の割合は男子でそれぞれ 9.1%，9.7%，女子でそれ
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